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	応用
	抗原情報
	背景
	有糸分裂後期促進複合体/サイクロソーム（APC）を阻害することにより、初期の有糸分裂の進行を制御します。APC活性化因子CDC20およびFZR1/CDH1に結合し、APCの活性化を阻害します。また、APCに直接結合して基質結合を阻害することもできます。有糸分裂および減数分裂細胞周期におけるAPC活性の調節因子です（PubMed:17485488、PubMed:17234884、PubMed:17875940、PubMed:23708001、PubMed:23708605、PubMed:16921029）。有糸分裂期の細胞周期においては、APC-FZR1複合体の基質および阻害剤として機能します（PubMed:29875408、PubMed:17485488、PubMed:17234884、PubMed:17875940、PubMed:23708001、PubMed:23708605、PubMed:16921029）。G1期においては、APC-FZR1複合体E3リガーゼの基質として機能します（PubMed:29875408）。その後、S期およびG2期においては、APC-FZR1複合体の阻害剤として機能し、細胞周期の決定に関与します（PubMed:29875408）。 APC阻害剤として、APC基質の分解を複数のレベルで阻害します。具体的には、APCと相互作用し、FZR1およびANAPC10によって形成されるDボックス共受容体へのAPC基質のアクセスを阻害すること、UBE2CおよびUBE2Sの活性を阻害することでAPCによるユビキチンライゲーションおよび鎖伸長を抑制することなどです（PubMed:23708605、PubMed:23708001、PubMed:16921029）。間期におけるAPC阻害を介してDNA複製と有糸分裂を調整し、CCNA2およびGMNNを安定化させることで有糸分裂を促進し、再複製およびDNA損傷誘発性細胞老化を防ぐことで、ゲノム完全性維持に役割を果たします（PubMed:17234884、PubMed:17485488、PubMed:17875940）。卵母細胞成熟過程において、APC-FZR1複合体の不活性化を介して減数分裂に関与する。RPS6KA2との相互作用を介してAPCを阻害し、FBXO5のCDC20に対する親和性を高め、受精前の第二減数分裂のメタフェーズ停止を引き起こす（類似性による）。APC-FZR1複合体の不活性化を介して第一減数分裂への移行を制御する（類似性による）。間葉系幹細胞の移動および骨分化を促進する（PubMed:29850565）。
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	HepG2 細胞溶解物中の Emi1 発現のウェスタン ブロット分析。

